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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータに、
　患者情報から患者の病名と前記患者に対する処置内容とを取得し、
　病名と、前記病名の患者の診察において選択されて用いられる画像と、を対応付けて記
憶する第１の記憶部を参照して、取得した前記病名に対応する第１の画像群を特定し、
　処置内容と、前記処置内容の患者の診察において選択されて用いられる画像と、を対応
付けて記憶する第２の記憶部を参照して、取得した前記処置内容に対応する第２の画像群
を特定し、
　特定した前記第１の画像群と、特定した前記第２の画像群と、の両方に含まれる共通の
画像群に含まれる画像の表示順序を、患者の診察において選択された選択回数が多い順に
表示する表示順序に決定する、処理を実行させ、
　前記決定する処理は、
　さらに、前記第１の画像群と、前記第２の画像群と、から前記共通の画像群を除いた画
像群に含まれる画像の表示順序を、決定した表示順序より後ろの表示順序であって、患者
の診察において選択された選択回数が多い順に表示する表示順序に決定する、ことを特徴
とする表示制御プログラム。
【請求項２】
　前記コンピュータに、
　前記患者情報から患者が受診する診療科を取得し、
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　診療科と、前記診療科を受診する患者の診察において選択されて用いられる画像と、を
対応付けて記憶する第３の記憶部を参照して、取得した前記診療科に対応する第３の画像
群を特定する処理を実行させ、
　前記決定する処理は、
　前記第１の画像群と、前記第２の画像群と、前記第３の画像群と、に含まれる共通の画
像群に含まれる画像の表示順序を、患者の診察において選択された選択回数が多い順に表
示する表示順序に決定することを特徴とする請求項１に記載の表示制御プログラム。
【請求項３】
　前記決定する処理は、
　さらに、前記第１の画像群と、前記第２の画像群と、の両方に含まれる共通の画像群か
ら、前記第３の画像群に含まれる画像群を除いた画像群に含まれる画像の表示順序を、前
記第１の画像群と、前記第２の画像群と、前記第３の画像群と、に含まれる共通の画像群
に含まれる画像について決定した表示順序より後ろの表示順序であって、患者の診察にお
いて選択された選択回数が多い順に表示する表示順序に決定することを特徴とする請求項
２に記載の表示制御プログラム。
【請求項４】
　前記コンピュータに、
　利用者情報から患者を診察する診察医の識別情報を取得し、
　診察医の識別情報と、前記診察医が診察する患者の診察において選択されて用いられる
画像と、を対応付けて記憶する第４の記憶部を参照して、取得した前記識別情報に対応す
る第４の画像群を特定する処理を実行させ、
　前記決定する処理は、
　前記第１の画像群と、前記第２の画像群と、前記第４の画像群と、に含まれる共通の画
像群に含まれる画像の表示順序を、患者の診察において選択された選択回数が多い順に表
示する表示順序に決定することを特徴とする請求項１に記載の表示制御プログラム。
【請求項５】
　前記決定する処理は、
　さらに、前記第１の画像群と、前記第２の画像群と、の両方に含まれる共通の画像群か
ら、前記第４の画像群に含まれる画像群を除いた画像群に含まれる画像の表示順序を、前
記第１の画像群と、前記第２の画像群と、前記第４の画像群と、に含まれる共通の画像群
に含まれる画像について決定した表示順序より後ろの表示順序であって、患者の診察にお
いて選択された選択回数が多い順に表示する表示順序に決定することを特徴とする請求項
４に記載の表示制御プログラム。
【請求項６】
　患者情報から患者の病名と前記患者に対する処置内容とを取得する取得部と、
　病名と、前記病名の患者の診察において選択されて用いられる画像と、を対応付けて記
憶する第１の記憶部を参照して、前記取得部によって取得された前記病名に対応する第１
の画像群を特定する第１の特定部と、
　処置内容と、前記処置内容の患者の診察において選択されて用いられる画像と、を対応
付けて記憶する第２の記憶部を参照して、前記取得部によって取得された前記処置内容に
対応する第２の画像群を特定する第２の特定部と、
　前記第１の特定部によって特定された前記第１の画像群と、前記第２の特定部によって
特定された前記第２の画像群と、の両方に含まれる共通の画像群に含まれる画像の表示順
序を、患者の診察において選択された選択回数が多い順に表示する表示順序に決定する決
定部と、を有し、
　前記決定部は、
　さらに、前記第１の画像群と、前記第２の画像群と、から前記共通の画像群を除いた画
像群に含まれる画像の表示順序を、決定した表示順序より後ろの表示順序であって、患者
の診察において選択された選択回数が多い順に表示する表示順序に決定する、ことを特徴
とする表示制御装置。
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【請求項７】
　コンピュータが、
　患者情報から患者の病名と前記患者に対する処置内容とを取得し、
　病名と、前記病名の患者の診察において選択されて用いられる画像と、を対応付けて記
憶する第１の記憶部を参照して、取得した前記病名に対応する第１の画像群を特定し、
　処置内容と、前記処置内容の患者の診察において選択されて用いられる画像と、を対応
付けて記憶する第２の記憶部を参照して、取得した前記処置内容に対応する第２の画像群
を特定し、
　特定した前記第１の画像群と、特定した前記第２の画像群と、の両方に含まれる共通の
画像群に含まれる画像の表示順序を、患者の診察において選択された選択回数が多い順に
表示する表示順序に決定する、処理を実行し、
　前記決定する処理は、
　さらに、前記第１の画像群と、前記第２の画像群と、から前記共通の画像群を除いた画
像群に含まれる画像の表示順序を、決定した表示順序より後ろの表示順序であって、患者
の診察において選択された選択回数が多い順に表示する表示順序に決定する、ことを特徴
とする表示制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示制御プログラム、表示制御装置、および表示制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、医療分野において、電子カルテには、患者の診察結果の一つとして、シェーマ画
像が記録されることがある。シェーマ画像は、人体部位の写真や模式図などであって、患
者の病変部位や状態などが書き込まれる画像である。
【０００３】
　関連する技術としては、例えば、主訴に基づいて入力された部位名称に対応するシェー
マ画像を、身体各部位の名称とシェーマ画像とを対応付ける管理ファイルを介して、各種
のシェーマ画像が登録されたシェーマ画像ファイルから読み出して表示するものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－３１２２０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した従来技術では、患者の診察において使用するシェーマ画像の候
補の数が多くなると、診察医などが患者の診察において使用するシェーマ画像を検索する
のに手間や時間がかかってしまう場合がある。
【０００６】
　１つの側面では、本発明は、診察において使用するシェーマ画像の検索作業を支援する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一側面によれば、患者情報から患者の病名と前記患者に対する処置内容とを取
得し、病名と、前記病名の患者の診察において選択されて用いられる画像と、を対応付け
て記憶する第１の記憶部を参照して、取得した前記病名に対応する第１の画像群を特定し
、処置内容と、前記処置内容の患者の診察において選択されて用いられる画像と、を対応
付けて記憶する第２の記憶部を参照して、取得した前記処置内容に対応する第２の画像群
を特定し、特定した前記第１の画像群と、特定した前記第２の画像群と、の両方に含まれ
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る共通の画像群に含まれる画像の表示順序を、患者の診察において選択された選択回数が
多い順に表示する表示順序に決定する表示制御プログラム、表示制御装置、および表示制
御方法が提案される。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の一態様によれば、診察において使用するシェーマ画像の検索作業を支援するこ
とができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、実施の形態にかかる表示制御装置１００のシェーマ画像の表示処理の一
例を示す説明図である。
【図２】図２は、実施の形態にかかる表示制御装置１００のハードウェア構成例を示すブ
ロック図である。
【図３】図３は、オーダ・シェーマ画像対応情報テーブル３００の記憶内容の一例を示す
説明図である。
【図４】図４は、病名・シェーマ画像対応情報テーブル４００の記憶内容の一例を示す説
明図である。
【図５】図５は、診療科・シェーマ画像対応情報テーブル５００の記憶内容の一例を示す
説明図である。
【図６】図６は、利用者・シェーマ画像対応情報テーブル６００の記憶内容の一例を示す
説明図である。
【図７】図７は、表示制御装置１００の機能的構成例を示すブロック図である。
【図８】図８は、第１の動作の一例を示す説明図（その１）である。
【図９】図９は、第１の動作の一例を示す説明図（その２）である。
【図１０】図１０は、第２の動作の一例を示す説明図である。
【図１１】図１１は、第１の動作の別の例を示す説明図（その１）である。
【図１２】図１２は、第１の動作の別の例を示す説明図（その２）である。
【図１３】図１３は、第１の動作の別の例を示す説明図（その３）である。
【図１４】図１４は、表示制御装置１００の表示制御処理手順の一例を示すフローチャー
トである。
【図１５】図１５は、第１のシェーマ画像検索処理手順の一例を示すフローチャートであ
る。
【図１６】図１６は、第２のシェーマ画像検索処理手順の一例を示すフローチャートであ
る。
【図１７】図１７は、テーブル更新処理手順の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に添付図面を参照して、本発明にかかる表示制御プログラム、表示制御装置、およ
び表示制御方法の実施の形態を詳細に説明する。
【００１１】
（表示制御装置１００のシェーマ画像の表示処理）
　図１は、実施の形態にかかる表示制御装置１００のシェーマ画像の表示処理の一例を示
す説明図である。
【００１２】
　図１において、表示制御装置１００は、患者情報画像対応情報テーブル１０１と、画像
ＤＢ１０２（ＤａｔａＢａｓｅ）と、を有するコンピュータである。
【００１３】
　患者情報画像対応情報テーブル１０１には、例えば、患者情報１０３に対応付けて画像
ファイル名と、画像が選択された選択回数と、が対応付けて記憶される。患者情報１０３
とは、例えば、患者の病名と、患者に対する処置内容と、患者が受診する診療科と、など
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を含む情報である。処置内容とは、例えば、腹腔穿刺、骨髄穿刺、または点鼻処置などの
医療行為の内容と、既往歴（手術歴、輸血歴）に含まれる手術内容や輸血内容と、検査内
容と、検査結果となどである。患者情報画像対応情報テーブル１０１は、例えば、図３に
後述するオーダ・シェーマ画像対応情報テーブル３００と図４に後述する病名・シェーマ
画像対応情報テーブル４００と図５に後述する診療科・シェーマ画像対応情報テーブル５
００とによって実現される。画像ＤＢ１０２には、例えば、身体部位の模式図や写真など
になるシェーマ画像が記憶される。
【００１４】
　図１において、表示制御装置１００は、患者の病名と患者に対するオーダ内容とを含む
患者情報１０３を受け付ける。次に、表示制御装置１００は、患者情報１０３から患者の
病名を取得して、画像ＤＢ１０２の中から、患者の病名に対応するシェーマ画像群１０４
を特定する。また、表示制御装置１００は、患者情報１０３から患者に対するオーダ内容
を取得して、患者に対するオーダ内容に対応するシェーマ画像群１０５を特定する。
【００１５】
　次に、表示制御装置１００は、患者の病名に対応するシェーマ画像群１０４と、患者に
対するオーダ内容に対応するシェーマ画像群１０５と、の両方に含まれる共通のシェーマ
画像群の表示順序を、選択回数の多い順に表示する表示順序に決定する。また、表示制御
装置１００は、患者の病名に対応するシェーマ画像群１０４と、患者に対するオーダ内容
に対応するシェーマ画像群１０５と、から、共通のシェーマ画像群を除いたシェーマ画像
群の表示順序を、選択回数の多い順に表示する表示順序に決定する。ここで、共通のシェ
ーマ画像群を除いたシェーマ画像群の表示順序は、共通のシェーマ画像群の表示順序より
も後ろである。
【００１６】
　次に、表示制御装置１００は、決定した表示順序に従って、ディスプレイ１０６に、共
通のシェーマ画像群を表示した後、共通のシェーマ画像群の後ろに共通のシェーマ画像群
を除いたシェーマ画像群を表示する。これにより、表示制御装置１００は、患者の病名と
オーダ内容との両方に対応するシェーマ画像群を、選択回数の多い順に優先して表示する
ことができる。
【００１７】
　このため、表示制御装置１００の利用者は、診察する患者の病名とオーダ内容に対応し
つつ選択回数が多いシェーマ画像から優先して、診察する患者の診察記録として選択して
使用するシェーマ画像にするか否かを検討することができる。結果として、表示制御装置
１００の利用者は、シェーマ画像の選択にかかる時間を短縮することができる。さらに、
表示制御装置１００の利用者は、患者の診察においてシェーマ画像の選択にかかる時間を
短縮して、患者の診察にかかる時間を短縮することができ、医療サービスの質の向上を図
ることができる。
【００１８】
　また、これにより、表示制御装置１００は、表示制御装置１００の利用者になる診察医
などが普段使用していないシェーマ画像であっても、診察する患者の病名とオーダ内容に
対応しつつ選択回数が多いシェーマ画像であれば表示することができる。このため、表示
制御装置１００の利用者は、普段使用していないシェーマ画像であっても診察する患者の
診察記録として選択して使用するシェーマ画像にするか否かを検討することができる。
【００１９】
　ここでは、表示制御装置１００は、患者情報１０３に含まれる患者の病名とオーダ内容
とに対応する共通のシェーマ画像群を特定したが、これに限らない。以下の説明では、患
者情報１０３に含まれる病名とオーダ内容とを用いて共通のシェーマ画像群を特定する動
作を「第１の動作」と表記する場合がある。
【００２０】
　例えば、表示制御装置１００は、さらに、患者情報１０３に含まれる患者の病名とオー
ダ内容に加えて患者情報１０３に含まれる他の情報を用いて共通のシェーマ画像群を特定
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してもよい。ここで、他の情報とは、例えば、患者が受診する診療科、患者の既往歴、ま
たは患者の検査内容などである。具体的には、表示制御装置１００は、患者の病名とオー
ダ内容と診療科とに対応する共通のシェーマ画像群を特定してもよい。以下の説明では、
患者情報１０３に含まれる患者の病名とオーダ内容に加えて患者情報１０３に含まれる他
の情報を用いて共通のシェーマ画像群を特定する動作を「第２の動作」と表記する場合が
ある。
【００２１】
　また、例えば、表示制御装置１００は、患者情報１０３に含まれる患者の病名とオーダ
内容に加えて利用者情報を用いて共通のシェーマ画像群を特定してもよい。具体的には、
表示制御装置１００は、患者の病名とオーダ内容と、表示制御装置１００の利用者の識別
情報と、に対応する共通のシェーマ画像群を特定してもよい。以下の説明では、患者情報
１０３に含まれる患者の病名とオーダ内容に加えて利用者情報を用いて共通のシェーマ画
像群を特定する動作を「第３の動作」と表記する場合がある。
【００２２】
　また、例えば、表示制御装置１００は、患者情報１０３に含まれる他の情報を用いてシ
ェーマ画像群を特定してもよい。具体的には、表示制御装置１００は、患者の診療科に対
応するシェーマ画像群を特定してもよい。また、例えば、表示制御装置１００は、利用者
情報を用いてシェーマ画像群を特定してもよい。具体的には、表示制御装置１００は、表
示制御装置１００の利用者の識別情報に対応するシェーマ画像群を特定してもよい。
【００２３】
（表示制御装置１００のハードウェア構成例）
　図２は、実施の形態にかかる表示制御装置１００のハードウェア構成例を示すブロック
図である。図２において、表示制御装置１００は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅ
ｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）２０１と、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）２０２
と、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）２０３と、磁気ディスクドラ
イブ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）２０４と、磁気ディスク２０５と、光ディスク
ドライブ２０６と、光ディスク２０７と、ディスプレイ２０８と、インターフェース（Ｉ
／Ｆ：Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）２０９と、キーボード２１０と、マウス２１１と、スキャナ
２１２と、プリンタ２１３と、を備えている。また、各構成部はバス２００によってそれ
ぞれ接続されている。
【００２４】
　ここで、ＣＰＵ２０１は、表示制御装置１００の全体の制御を司る。ＲＯＭ２０２は、
ブートプログラムなどのプログラムを記憶している。ＲＡＭ２０３は、ＣＰＵ２０１のワ
ークエリアとして使用される。磁気ディスクドライブ２０４は、ＣＰＵ２０１の制御に従
って磁気ディスク２０５に対するデータのリード／ライトを制御する。磁気ディスク２０
５は、磁気ディスクドライブ２０４の制御で書き込まれたデータを記憶する。
【００２５】
　光ディスクドライブ２０６は、ＣＰＵ２０１の制御に従って光ディスク２０７に対する
データのリード／ライトを制御する。光ディスク２０７は、光ディスクドライブ２０６の
制御で書き込まれたデータを記憶したり、光ディスク２０７に記憶されたデータをコンピ
ュータに読み取らせたりする。
【００２６】
　ディスプレイ２０８は、カーソル、アイコンあるいはツールボックスをはじめ、文書、
画像、機能情報などのデータを表示する。このディスプレイ２０８は、例えば、液晶ディ
スプレイ、プラズマディスプレイなどを採用することができる。
【００２７】
　インターフェース（以下、「Ｉ／Ｆ」と略する。）２０９は、通信回線を通じてＬＡＮ
（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＷＡＮ（Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）、インターネットなどのネットワーク２１４に接続され、このネットワーク２１４
を介して他の装置に接続される。そして、Ｉ／Ｆ２０９は、ネットワーク２１４と内部の
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インターフェースを司り、外部装置からのデータの入出力を制御する。Ｉ／Ｆ２０９には
、例えば、モデムやＬＡＮアダプタなどを採用することができる。
【００２８】
　キーボード２１０は、文字、数字、各種指示などの入力のためのキーを備え、データの
入力をおこなう。また、タッチパネル式の入力パッドやテンキーなどであってもよい。マ
ウス２１１は、カーソルの移動や範囲選択、あるいはウィンドウの移動やサイズの変更な
どをおこなう。ポインティングデバイスとして同様に機能を備えるものであれば、トラッ
クボールやジョイスティックなどであってもよい。
【００２９】
　スキャナ２１２は、画像を光学的に読み取り、表示制御装置１００内に画像データを取
り込む。なお、スキャナ２１２は、ＯＣＲ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｃｈａｒａｃｔｅｒ　Ｒｅ
ａｄｅｒ）機能を持たせてもよい。また、プリンタ２１３は、画像データや文書データを
印刷する。プリンタ２１３には、例えば、レーザプリンタやインクジェットプリンタを採
用することができる。なお、光ディスクドライブ２０６、光ディスク２０７、ディスプレ
イ２０８、キーボード２１０、マウス２１１、スキャナ２１２、およびプリンタ２１３の
少なくともいずれか１つは、なくてもよい。
【００３０】
（オーダ・シェーマ画像対応情報テーブル３００の記憶内容）
　次に、図３を用いて、オーダ・シェーマ画像対応情報テーブル３００の記憶内容の一例
について説明する。オーダ・シェーマ画像対応情報テーブル３００は、例えば、ＲＡＭ２
０３、磁気ディスク２０５、光ディスク２０７などの記憶領域によって実現される。
【００３１】
　図３は、オーダ・シェーマ画像対応情報テーブル３００の記憶内容の一例を示す説明図
である。図３に示すように、オーダ・シェーマ画像対応情報テーブル３００は、オーダコ
ード項目に対応付けて、画像ファイル名項目と、選択回数項目と、を有し、オーダコード
ごとに各項目に情報が設定されることにより、レコードを記憶する。
【００３２】
　オーダコード項目には、オーダ内容を示すオーダコードが記憶される。画像ファイル名
項目には、オーダコードが示すオーダ内容の患者の診察において、表示制御装置１００の
利用者が使用する画像の画像ファイル名が記憶される。選択回数項目には、画像ファイル
名の画像が選択された回数が記憶される。
【００３３】
　例えば、レコード３０１は、オーダコード「Ｏ１」と、画像ファイル名「鼻正常」と、
選択回数「１０」と、を含むオーダ・シェーマ画像対応情報を示す。ここで、「Ｏ１」は
、例えば、オーダ内容「点鼻処置」を示す。
【００３４】
（病名・シェーマ画像対応情報テーブル４００の記憶内容）
　次に、図４を用いて、病名・シェーマ画像対応情報テーブル４００の記憶内容の一例に
ついて説明する。病名・シェーマ画像対応情報テーブル４００は、例えば、ＲＡＭ２０３
、磁気ディスク２０５、光ディスク２０７などの記憶領域によって実現される。
【００３５】
　図４は、病名・シェーマ画像対応情報テーブル４００の記憶内容の一例を示す説明図で
ある。図４に示すように、病名・シェーマ画像対応情報テーブル４００は、病名コード項
目に対応付けて、画像ファイル名項目と、選択回数項目と、を有し、病名コードごとに各
項目に情報が設定されることにより、レコードを記憶する。
【００３６】
　病名コード項目には、病名を示す病名コードが記憶される。画像ファイル名項目には、
病名コードが示す病名の患者の診察において、表示制御装置１００の利用者が使用する画
像の画像ファイル名が記憶される。選択回数項目には、画像ファイル名の画像が選択され
た回数が記憶される。
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【００３７】
　例えば、レコード４０１は、病名コード「Ｓ１」と、画像ファイル名「鼻正常」と、選
択回数「８」と、を含む病名・シェーマ画像対応情報を示す。ここで、「Ｓ１」は、例え
ば、病名「鼻出血症」を示す。
【００３８】
（診療科・シェーマ画像対応情報テーブル５００の記憶内容）
　次に、図５を用いて、診療科・シェーマ画像対応情報テーブル５００の記憶内容の一例
について説明する。診療科・シェーマ画像対応情報テーブル５００は、例えば、ＲＡＭ２
０３、磁気ディスク２０５、光ディスク２０７などの記憶領域によって実現される。
【００３９】
　図５は、診療科・シェーマ画像対応情報テーブル５００の記憶内容の一例を示す説明図
である。図５に示すように、診療科・シェーマ画像対応情報テーブル５００は、診療科コ
ード項目に対応付けて、画像ファイル名項目と、選択回数項目と、を有し、診療科コード
ごとに各項目に情報が設定されることにより、レコードを記憶する。
【００４０】
　診療科コード項目には、診療科を示す診療科コードが記憶される。画像ファイル名項目
には、診療科コードが示す診療科の患者の診察において、表示制御装置１００の利用者が
使用する画像の画像ファイル名が記憶される。選択回数項目には、画像ファイル名の画像
が選択された回数が記憶される。
【００４１】
　例えば、レコード５０１は、診療科コード「Ｇ１」と、画像ファイル名「鼻正常」と、
選択回数「５０」と、を含む診療科・シェーマ画像対応情報を示す。ここで、「Ｇ１」は
、例えば、診療科「耳鼻咽喉科」を示す。
【００４２】
（利用者・シェーマ画像対応情報テーブル６００の記憶内容）
　次に、図６を用いて、利用者・シェーマ画像対応情報テーブル６００の記憶内容の一例
について説明する。利用者・シェーマ画像対応情報テーブル６００は、例えば、ＲＡＭ２
０３、磁気ディスク２０５、光ディスク２０７などの記憶領域によって実現される。
【００４３】
　図６は、利用者・シェーマ画像対応情報テーブル６００の記憶内容の一例を示す説明図
である。図６に示すように、利用者・シェーマ画像対応情報テーブル６００は、利用者コ
ード項目に対応付けて、画像ファイル名項目と、選択回数項目と、を有し、利用者コード
ごとに各項目に情報が設定されることにより、レコードを記憶する。
【００４４】
　利用者コード項目には、利用者を示す利用者コードが記憶される。画像ファイル名項目
には、利用者コードが示す利用者の患者の診察において、表示制御装置１００の利用者が
使用する画像の画像ファイル名が記憶される。選択回数項目には、画像ファイル名の画像
が選択された回数が記憶される。
【００４５】
　例えば、レコード６０１は、利用者コード「Ｕ１」と、画像ファイル名「鼻正常」と、
選択回数「４」と、を含む利用者・シェーマ画像対応情報を示す。
【００４６】
（表示制御装置１００の機能的構成例）
　次に、図７を用いて、表示制御装置１００の機能的構成例について説明する。
【００４７】
　図７は、表示制御装置１００の機能的構成例を示すブロック図である。表示制御装置１
００は、取得部７０１と、特定部７０２と、決定部７０３と、出力部７０４と、を含む。
取得部７０１と、特定部７０２と、決定部７０３と、出力部７０４とは、例えば、図２に
示したＲＯＭ２０２、ＲＡＭ２０３、磁気ディスク２０５、光ディスク２０７などの記憶
装置に記憶されたプログラムをＣＰＵ２０１に実行させることにより、または、Ｉ／Ｆ２
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０９により、その機能を実現する。
【００４８】
＜第１の動作＞
　次に、第１の動作について説明する。第１の動作とは、例えば、患者情報１０３に含ま
れる病名とオーダ内容とを用いて共通のシェーマ画像群を特定する動作である。
【００４９】
　取得部７０１は、患者情報１０３から患者の病名と患者に対する処置内容とを取得する
。ここで、患者情報１０３とは、例えば、患者の病名と、患者に対する処置内容と、患者
が受診する診療科と、などを含む情報である。病名とは、例えば、上述した鼻出血症、内
耳炎、またはアレルギー性肺炎などである。処置内容は、例えば、上述したオーダ内容で
あって、腹腔穿刺、骨髄穿刺、または点鼻処置などの医療行為の内容である。処置内容は
、例えば、今後実施予定のある処置内容であってもよいし、過去に実施された処置内容で
あってもよい。また、処置内容は、例えば、既往歴（手術歴、輸血歴）に含まれる手術内
容や輸血内容、検査内容、検査結果などであってもよい。これにより、特定部７０２は、
病名に対応するシェーマ画像群と、オーダ内容に対応するシェーマ画像群と、を特定する
ことができる。取得されたデータは、例えば、ＲＡＭ２０３、磁気ディスク２０５、光デ
ィスク２０７などの記憶領域に記憶される。
【００５０】
　特定部７０２は、病名と、病名の患者の診察において選択されて用いられる画像と、を
対応付けて記憶する第１の記憶部を参照して、取得した病名に対応する第１の画像群を特
定する。ここで、第１の記憶部とは、例えば、上述した病名・シェーマ画像対応情報テー
ブル４００である。特定部７０２は、例えば、病名・シェーマ画像対応情報テーブル４０
０から、取得した病名を示す病名コードを含むレコードを特定して、特定したレコードか
ら画像ファイル名を特定する。
【００５１】
　また、特定部７０２は、処置内容と、処置内容の患者の診察において選択されて用いら
れる画像と、を対応付けて記憶する第２の記憶部を参照して、取得した処置内容に対応す
る第２の画像群を特定する。ここで、第２の記憶部とは、例えば、上述したオーダ・シェ
ーマ画像対応情報テーブル３００である。特定部７０２は、例えば、オーダ・シェーマ画
像対応情報テーブル３００から、取得したオーダ内容を示すオーダコードを含むレコード
を特定して、特定したレコードから画像ファイル名を特定する。これにより、特定部７０
２は、診察記録として記録されるシェーマ画像の候補になるシェーマ画像群を特定するこ
とができる。特定されたデータは、例えば、ＲＡＭ２０３、磁気ディスク２０５、光ディ
スク２０７などの記憶領域に記憶される。
【００５２】
　決定部７０３は、特定した第１の画像群と、特定した第２の画像群と、の両方に含まれ
る共通の画像群に含まれる画像の表示順序を、患者の診察において選択された選択回数が
多い順に表示する表示順序に決定する。
【００５３】
　決定部７０３は、例えば、病名・シェーマ画像対応情報テーブル４００と、オーダ・シ
ェーマ画像対応情報テーブル３００と、から、共通の画像群の各々の画像の選択回数の合
計を算出する。そして、決定部７０３は、算出した選択回数の合計に基づいて、共通の画
像群に含まれる画像の表示順序を、選択回数の合計が多い順に表示する表示順序に決定す
る。
【００５４】
　また、決定部７０３は、第１の画像群と、第２の画像群と、から共通の画像群を除いた
画像群に含まれる画像の表示順序を、決定した表示順序より後ろの表示順序であって、患
者の診察において選択された選択回数が多い順に表示する表示順序に決定してもよい。
【００５５】
　決定部７０３は、例えば、病名・シェーマ画像対応情報テーブル４００と、オーダ・シ
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ェーマ画像対応情報テーブル３００と、から、共通の画像群を除いた画像群の各々の画像
の選択回数を抽出する。そして、決定部７０３は、抽出した選択回数に基づいて、共通の
画像群を除いた画像群に含まれる画像の表示順序を、選択回数が多い順に表示する表示順
序に決定する。これにより、決定部７０３は、シェーマ画像群のうちで選択回数の多い順
に、表示制御装置１００の利用者に診察記録にするシェーマ画像か否かを検討させること
ができる。決定されたデータは、例えば、ＲＡＭ２０３、磁気ディスク２０５、光ディス
ク２０７などの記憶領域に記憶される。
【００５６】
　出力部７０４は、決定した表示順序に従って画像を表示する。出力部７０４は、例えば
、決定した表示順序に従って画像ＤＢ１０２のシェーマ画像をディスプレイ２０８に表示
する。出力部７０４は、ディスプレイ２０８に一度に表示可能なシェーマ画像の数に上限
がある場合、決定した表示順序に従って、一度に表示可能なシェーマ画像の数ずつ画像Ｄ
Ｂ１０２のシェーマ画像をディスプレイ２０８に表示してもよい。
【００５７】
　また、出力部７０４は、例えば、決定した表示順序に従って画像ＤＢ１０２のシェーマ
画像の画像ファイル名をディスプレイ２０８に表示してもよい。また、出力部７０４は、
例えば、決定した表示順序に従って画像ＤＢ１０２のシェーマ画像の縮小画像をディスプ
レイ２０８に表示してもよい。これにより、出力部７０４は、表示制御装置１００の利用
者に、シェーマ画像を通知することができる。
【００５８】
＜第２の動作＞
　次に、第２の動作について説明する。第２の動作とは、例えば、患者情報１０３に含ま
れる患者の病名とオーダ内容に加えて患者情報１０３に含まれる他の情報を用いて共通の
シェーマ画像群を特定する動作である。ここで、患者情報１０３に含まれる他の情報とは
、例えば、患者の既往歴、患者の検査内容、患者の検査結果、または患者が受診する診療
科などの情報である。
【００５９】
　取得部７０１は、第１の動作の場合と同様に動作する。また、取得部７０１は、さらに
、患者情報１０３から患者が受診する診療科を取得する。診療科とは、例えば、耳鼻咽喉
科、外科、または小児科などである。これにより、特定部７０２は、病名に対応するシェ
ーマ画像群と、オーダ内容に対応するシェーマ画像群と、診療科に対応するシェーマ画像
群と、を特定することができる。
【００６０】
　特定部７０２は、第１の動作の場合と同様に動作する。また、特定部７０２は、さらに
、診療科と、診療科を受診する患者の診察において選択されて用いられる画像と、を対応
付けて記憶する第３の記憶部を参照して、取得した診療科に対応する第３の画像群を特定
する。ここで、第３の記憶部とは、例えば、上述した診療科・シェーマ画像対応情報テー
ブル５００である。特定部７０２は、例えば、診療科・シェーマ画像対応情報テーブル５
００から、取得した診療科を示す診療科コードを含むレコードを特定して、特定したレコ
ードから画像ファイル名を特定する。これにより、特定部７０２は、診察記録として記録
されるシェーマ画像の候補になるシェーマ画像群を特定することができる。
【００６１】
　決定部７０３は、第１の画像群と、第２の画像群と、第３の画像群と、に含まれる共通
の画像群に含まれる画像の表示順序を、患者の診察において選択された選択回数が多い順
に表示する表示順序に決定する。
【００６２】
　決定部７０３は、例えば、病名・シェーマ画像対応情報テーブル４００と、オーダ・シ
ェーマ画像対応情報テーブル３００と、診療科・シェーマ画像対応情報テーブル５００と
、から、共通の画像群の各々の画像の選択回数の合計を算出する。そして、決定部７０３
は、算出した選択回数の合計に基づいて、共通の画像群に含まれる画像の表示順序を、選
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択回数の合計が多い順に表示する表示順序に決定する。
【００６３】
　また、決定部７０３は、第１の画像群と、第２の画像群と、の両方に含まれる共通の画
像群から、第３の画像群に含まれる画像群を除いた画像群に含まれる画像の表示順序を、
決定してもよい。ここで、決定部７０３は、第３の画像群に含まれる画像群を除いた画像
群に含まれる画像の表示順序を、決定した表示順序より後ろの表示順序であって、患者の
診察において選択された選択回数が多い順に表示する表示順序に決定する。
【００６４】
　決定部７０３は、例えば、各種テーブルから、第３の画像群に含まれる画像群を除いた
画像群の各々の画像の選択回数の合計を算出する。各種テーブルとは、例えば、病名・シ
ェーマ画像対応情報テーブル４００と、オーダ・シェーマ画像対応情報テーブル３００と
、診療科・シェーマ画像対応情報テーブル５００と、である。そして、決定部７０３は、
算出した選択回数の合計に基づいて、第３の画像群に含まれる画像群を除いた画像群に含
まれる画像の表示順序を、選択回数の合計が多い順に表示する表示順序に決定する。これ
により、決定部７０３は、シェーマ画像群のうちで選択回数の多い順に、表示制御装置１
００の利用者に診察記録にするシェーマ画像か否かを検討させることができる。
【００６５】
　出力部７０４は、第１の動作の場合と同様に動作する。これにより、出力部７０４は、
表示制御装置１００の利用者に、シェーマ画像を通知することができる。
【００６６】
＜第３の動作＞
　次に、第３の動作について説明する。第３の動作とは、例えば、患者情報１０３に含ま
れる患者の病名とオーダ内容に加えて利用者情報を用いて共通のシェーマ画像群を特定す
る動作である。利用者情報とは、例えば、表示制御装置１００を使用し、患者を診察する
診察医の識別情報である。
【００６７】
　取得部７０１は、第１の動作の場合と同様に動作する。また、取得部７０１は、さらに
、利用者情報から患者を診察する診察医の識別情報を取得する。診察医の識別情報とは、
例えば、上述した利用者コードである。これにより、特定部７０２は、病名に対応するシ
ェーマ画像群と、オーダ内容に対応するシェーマ画像群と、利用者コードに対応するシェ
ーマ画像群と、を特定することができる。
【００６８】
　特定部７０２は、第１の動作の場合と同様に動作する。また、特定部７０２は、さらに
、診察医の識別情報と、診察医が診察する患者の診察において選択されて用いられる画像
と、を対応付けて記憶する第４の記憶部を参照して、取得した識別情報に対応する第４の
画像群を特定する。ここで、第４の記憶部とは、例えば、上述した利用者・シェーマ画像
対応情報テーブル６００である。特定部７０２は、例えば、利用者・シェーマ画像対応情
報テーブル６００から、取得した利用者コードを含むレコードを特定して、特定したレコ
ードから画像ファイル名を特定する。これにより、特定部７０２は、診察記録として記録
されるシェーマ画像の候補になるシェーマ画像群を特定することができる。
【００６９】
　決定部７０３は、第１の画像群と、第２の画像群と、第４の画像群と、に含まれる共通
の画像群に含まれる画像の表示順序を、患者の診察において選択された選択回数が多い順
に表示する表示順序に決定する。
【００７０】
　決定部７０３は、例えば、病名・シェーマ画像対応情報テーブル４００と、オーダ・シ
ェーマ画像対応情報テーブル３００と、利用者・シェーマ画像対応情報テーブル６００と
、から、共通の画像群の各々の画像の選択回数の合計を算出する。そして、決定部７０３
は、算出した選択回数の合計に基づいて、共通の画像群に含まれる画像の表示順序を、選
択回数の合計が多い順に表示する表示順序に決定する。
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【００７１】
　また、決定部７０３は、第１の画像群と、第２の画像群と、の両方に含まれる共通の画
像群から、第４の画像群に含まれる画像群を除いた画像群に含まれる画像の表示順序を、
決定してもよい。ここで、決定部７０３は、第４の画像群に含まれる画像群を除いた画像
群に含まれる画像の表示順序を、決定した表示順序より後ろの表示順序であって、患者の
診察において選択された選択回数が多い順に表示する表示順序に決定する。
【００７２】
　決定部７０３は、例えば、各種テーブルから、第４の画像群に含まれる画像群を除いた
画像群の各々の画像の選択回数の合計を算出する。各種テーブルとは、例えば、病名・シ
ェーマ画像対応情報テーブル４００と、オーダ・シェーマ画像対応情報テーブル３００と
、利用者・シェーマ画像対応情報テーブル６００と、である。そして、決定部７０３は、
算出した選択回数の合計に基づいて、第４の画像群に含まれる画像群を除いた画像群に含
まれる画像の表示順序を、選択回数の合計が多い順に表示する表示順序に決定する。これ
により、決定部７０３は、シェーマ画像群のうちで選択回数の多い順に、表示制御装置１
００の利用者に診察記録にするシェーマ画像か否かを検討させることができる。
【００７３】
　出力部７０４は、第１の動作の場合と同様に動作する。これにより、出力部７０４は、
表示制御装置１００の利用者に、シェーマ画像を通知することができる。
【００７４】
（第１の動作の一例）
　次に、図８および図９を用いて、第１の動作の一例について説明する。第１の動作とは
、例えば、患者情報１０３に含まれる病名とオーダ内容とを用いて共通のシェーマ画像群
を特定する動作である。
【００７５】
　図８および図９は、第１の動作の一例を示す説明図である。図８に示すように、表示制
御装置１００は、患者の診察記録の入力画面を、ディスプレイ２０８に表示する。表示制
御装置１００には、例えば、患者情報１０３に含まれる患者の病名８０１やシェーマ画像
の表示ボタン８０２が表示される。表示制御装置１００には、例えば、患者の病名として
鼻出血症が表示される。
【００７６】
　ここで、表示制御装置１００は、表示制御装置１００の利用者からのシェーマ画像の表
示要求を受け付ける。表示制御装置１００は、例えば、表示制御装置１００の利用者がキ
ーボード２１０やマウス２１１の操作によってシェーマ画像の表示ボタン８０２を選択し
たことを、シェーマ画像の表示要求として受け付ける。次に、表示制御装置１００は、図
９の処理に移行する。
【００７７】
　図９に示すように、表示制御装置１００は、患者情報１０３から患者の病名「鼻出血症
」とオーダ内容「点鼻処置」とを取得する。次に、表示制御装置１００は、病名・シェー
マ画像対応情報テーブル４００から、取得した病名「鼻出血症」を示す病名コードを含む
レコードを特定して、特定したレコードから画像ファイル名を特定する。このように、表
示制御装置１００は、病名「鼻出血症」に対応するシェーマ画像群を特定する。
【００７８】
　次に、表示制御装置１００は、オーダ・シェーマ画像対応情報テーブル３００から、取
得したオーダ内容「点鼻処置」を示すオーダコードを含むレコードを特定して、特定した
レコードから画像ファイル名を特定する。このように、表示制御装置１００は、オーダ内
容「点鼻処置」に対応するシェーマ画像群を特定する。そして、表示制御装置１００は、
病名「鼻出血症」に対応するシェーマ画像群と、オーダ内容「点鼻処置」に対応するシェ
ーマ画像群と、の両方に含まれる共通のシェーマ画像群を特定する。
【００７９】
　次に、表示制御装置１００は、共通のシェーマ画像群に含まれる各々のシェーマ画像に
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ついて、病名・シェーマ画像対応情報テーブル４００と、オーダ・シェーマ画像対応情報
テーブル３００と、に記憶された選択回数の合計値を算出する。そして、表示制御装置１
００は、共通のシェーマ画像群に含まれるシェーマ画像の表示順序を、選択回数の合計値
が多い順に表示する表示順序に決定する。
【００８０】
　次に、表示制御装置１００は、病名に対応するシェーマ画像群と、オーダ内容に対応す
るシェーマ画像群と、から共通のシェーマ画像群を除いた残余のシェーマ画像群を特定す
る。そして、表示制御装置１００は、残余のシェーマ画像群に含まれる各々のシェーマ画
像について、病名・シェーマ画像対応情報テーブル４００、またはオーダ・シェーマ画像
対応情報テーブル３００に記憶された選択回数を抽出する。
【００８１】
　次に、表示制御装置１００は、残余のシェーマ画像群に含まれるシェーマ画像の表示順
序を、共通のシェーマ画像群より後ろの表示順序であって、選択回数が多い順に表示する
表示順序に決定する。そして、表示制御装置１００は、決定した表示順序に従って、共通
のシェーマ画像群に含まれるシェーマ画像を表示する。また、表示制御装置１００は、決
定した表示順序に従って、残余のシェーマ画像群に含まれるシェーマ画像を表示する。
【００８２】
　ここで、表示制御装置１００は、表示したシェーマ画像を、表示制御装置１００の利用
者がキーボード２１０やマウス２１１の操作によって選択したことを受け付ける。次に、
表示制御装置１００は、選択されたシェーマ画像を、患者の診察記録として記録するシェ
ーマ画像として拡大表示する。そして、表示制御装置１００は、拡大表示したシェーマ画
像に対しての表示制御装置１００の利用者がキーボード２１０やマウス２１１の操作によ
って書き込んだ所見などの情報を、シェーマ画像とともに診察記録として記録する。
【００８３】
　これにより、表示制御装置１００は、患者の病名とオーダ内容との両方に対応する共通
のシェーマ画像群を、選択回数の多い順に優先して表示することができる。このため、表
示制御装置１００の利用者は、診察する患者の病名とオーダ内容に対応しつつ選択回数が
多いシェーマ画像から優先して、診察する患者の診察記録として選択して使用するシェー
マ画像にするか否かを検討することができる。結果として、表示制御装置１００の利用者
は、シェーマ画像の選択にかかる時間を短縮することができる。
【００８４】
　また、これにより、表示制御装置１００は、共通のシェーマ画像群の後に、患者の病名
に対応するシェーマ画像群と、オーダ内容に対応するシェーマ画像群と、を、選択回数が
多い順に優先して表示することができる。このため、表示制御装置１００の利用者は、診
察する患者の病名またはオーダ内容に対応しつつ選択回数が多いシェーマ画像から優先し
て、診察する患者の診察記録として選択して使用するシェーマ画像にするか否かを検討す
ることができる。結果として、表示制御装置１００の利用者は、シェーマ画像の選択にか
かる時間を短縮することができる。
【００８５】
（第２の動作の一例）
　次に、図１０を用いて、第２の動作の一例について説明する。第２の動作とは、例えば
、患者情報１０３に含まれる患者の病名とオーダ内容に加えて患者情報１０３に含まれる
他の情報を用いて共通のシェーマ画像群を特定する動作である。図１０の例では、他の情
報とは、例えば、患者が受診する診療科である。
【００８６】
　図１０は、第２の動作の一例を示す説明図である。図１０において、表示制御装置１０
０は、さらに、患者情報１０３に含まれる患者の病名とオーダ内容とに加えて患者が受診
する診療科を用いて共通のシェーマ画像群を特定する。
【００８７】
　表示制御装置１００は、図９と同様にして、病名「鼻出血症」に対応するシェーマ画像
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群と、オーダ内容「点鼻処置」に対応するシェーマ画像群と、を特定する。表示制御装置
１００は、さらに、患者情報１０３から患者が受診する診療科「耳鼻咽喉科」を取得する
。次に、表示制御装置１００は、診療科・シェーマ画像対応情報テーブル５００から、取
得した診療科「耳鼻咽喉科」を示す診療科コードを含むレコードを特定して、特定したレ
コードから画像ファイル名を特定する。このように、表示制御装置１００は、診療科「耳
鼻咽喉科」に対応するシェーマ画像群を特定する。
【００８８】
　そして、表示制御装置１００は、病名に対応するシェーマ画像群と、オーダ内容に対応
するシェーマ画像群と、診療科に対応するシェーマ画像群と、の３つのシェーマ画像群に
含まれる共通のシェーマ画像群を特定する。
【００８９】
　次に、表示制御装置１００は、共通のシェーマ画像群に含まれる各々のシェーマ画像に
ついて、各種テーブルに記憶された選択回数の合計値を算出する。ここで、各種テーブル
とは、例えば、病名・シェーマ画像対応情報テーブル４００と、オーダ・シェーマ画像対
応情報テーブル３００と、診療科・シェーマ画像対応情報テーブル５００と、である。そ
して、表示制御装置１００は、３つのシェーマ画像群に含まれる共通のシェーマ画像群に
含まれるシェーマ画像の表示順序を、選択回数の合計値が多い順に表示する表示順序に決
定する。
【００９０】
　また、表示制御装置１００は、３つのシェーマ画像群のうちの１つのシェーマ画像群に
含まれず、残りの２つのシェーマ画像群に含まれる共通のシェーマ画像群を特定する。そ
して、表示制御装置１００は、２つのシェーマ画像群に含まれる共通のシェーマ画像群に
含まれる各々のシェーマ画像について、各種テーブルに記憶された選択回数の合計値を算
出する。各種テーブルとは、例えば、病名・シェーマ画像対応情報テーブル４００と、オ
ーダ・シェーマ画像対応情報テーブル３００と、診療科・シェーマ画像対応情報テーブル
５００と、である。
【００９１】
　次に、表示制御装置１００は、２つのシェーマ画像群に含まれる共通のシェーマ画像群
に含まれるシェーマ画像の表示順序を、３つのシェーマ画像群に含まれる共通のシェーマ
画像群より後ろの表示順序であって、選択回数が多い順に表示する表示順序に決定する。
【００９２】
　次に、表示制御装置１００は、３つのシェーマ画像群のうちの２つの画像群に含まれず
、残りの１つのシェーマ画像群に含まれる残余のシェーマ画像群を特定する。そして、表
示制御装置１００は、残余のシェーマ画像群に含まれる各々のシェーマ画像について、各
種テーブルに記憶された選択回数を抽出する。各種テーブルとは、病名・シェーマ画像対
応情報テーブル４００、オーダ・シェーマ画像対応情報テーブル３００、または診療科・
シェーマ画像対応情報テーブル５００である。
【００９３】
　次に、表示制御装置１００は、残余のシェーマ画像群に含まれるシェーマ画像の表示順
序を、２つのシェーマ画像群に含まれる共通のシェーマ画像群より後ろの表示順序であっ
て、選択回数が多い順に表示する表示順序に決定する。そして、表示制御装置１００は、
決定した表示順序に従って、３つのシェーマ画像群に含まれる共通のシェーマ画像群に含
まれるシェーマ画像を表示する。また、表示制御装置１００は、決定した表示順序に従っ
て、２つのシェーマ画像群に含まれる共通のシェーマ画像群に含まれるシェーマ画像を表
示する。また、表示制御装置１００は、決定した表示順序に従って、残余のシェーマ画像
群に含まれるシェーマ画像を表示する。
【００９４】
　ここで、表示制御装置１００は、表示したシェーマ画像を、表示制御装置１００の利用
者がキーボード２１０やマウス２１１の操作によって選択したことを受け付ける。次に、
表示制御装置１００は、選択されたシェーマ画像を、患者の診察記録として記録するシェ
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ーマ画像として拡大表示する。そして、表示制御装置１００は、拡大表示したシェーマ画
像に対しての表示制御装置１００の利用者がキーボード２１０やマウス２１１の操作によ
って書き込んだ所見などの情報を、シェーマ画像とともに診察記録として記録する。
【００９５】
　これにより、表示制御装置１００は、患者の病名とオーダ内容と診療科とに対応するシ
ェーマ画像群を、選択回数の多い順に優先して表示することができる。このため、表示制
御装置１００の利用者は、診察する患者の病名とオーダ内容と診療科とに対応しつつ選択
回数が多いシェーマ画像から優先して、診察する患者の診察記録として選択して使用する
シェーマ画像にするか否かを検討することができる。結果として、表示制御装置１００の
利用者は、シェーマ画像の選択にかかる時間を短縮することができる。
【００９６】
　また、これにより、表示制御装置１００は、患者の病名とオーダ内容と診療科とに対応
するシェーマ画像群の後に、患者の病名とオーダ内容と診療科とのうちの２つに対応する
シェーマ画像群を、選択回数の多い順に優先して表示することができる。このため、表示
制御装置１００の利用者は、診察する患者の病名とオーダ内容と診療科とのうちの２つに
対応しつつ選択回数が多いシェーマ画像から優先して、診察する患者の診察記録として選
択して使用するシェーマ画像にするか否かを検討することができる。結果として、表示制
御装置１００の利用者は、シェーマ画像の選択にかかる時間を短縮することができる。
【００９７】
　また、これにより、表示制御装置１００は、患者の病名に対応するシェーマ画像群と、
オーダ内容に対応するシェーマ画像群と、診療科に対応するシェーマ画像群と、を、選択
回数の多い順に表示することができる。このため、表示制御装置１００の利用者は、診察
する患者の病名、オーダ内容または診療科に対応しつつ選択回数が多いシェーマ画像から
優先して、診察する患者の診察記録として選択して使用するシェーマ画像にするか否かを
検討することができる。結果として、表示制御装置１００の利用者は、シェーマ画像の選
択にかかる時間を短縮することができる。
【００９８】
　ここでは、表示制御装置１００は、患者情報に含まれる３つの情報に対応する共通のシ
ェーマ画像群を特定して表示順序を決定したが、これに限らない。例えば、表示制御装置
１００は、患者情報に含まれる４つ以上の情報に対応する共通のシェーマ画像群を特定し
て表示順序を決定してもよい。
【００９９】
　また、例えば、表示制御装置１００は、患者情報１０３に含まれる他の情報に対応する
シェーマ画像群を特定して表示順序を決定してもよい。具体的には、表示制御装置１００
は、診療科に対応するシェーマ画像群を選択回数の多い順に表示してもよい。
【０１００】
（第３の動作の一例）
　次に、第３の動作の一例について説明する。第３の動作とは、例えば、患者情報１０３
に含まれる患者の病名とオーダ内容に加えて利用者情報を用いて共通のシェーマ画像群を
特定する動作である。利用者情報とは、例えば、表示制御装置１００を使用し、患者を診
察する診察医の識別情報である。
【０１０１】
　表示制御装置１００は、図１０における診療科の代わりに、利用者情報に含まれる患者
を診察する診察医の識別情報を用いて、共通のシェーマ画像群を特定し、表示順序を決定
する。表示制御装置１００の動作は、図１０において、診療科の代わりに診察医の識別情
報を用いた場合と同様のため、説明を省略する。
【０１０２】
　これにより、表示制御装置１００は、患者の病名とオーダ内容と、利用者になる診察医
の識別情報とに対応する共通のシェーマ画像群を、選択回数の多い順に優先して表示する
ことができる。このため、表示制御装置１００の利用者は、診察する患者の病名とオーダ
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内容と、診察医の識別情報とに対応しつつ選択回数が多いシェーマ画像から優先して、診
察する患者の診察記録として選択して使用するシェーマ画像にするか否かを検討すること
ができる。結果として、表示制御装置１００の利用者は、シェーマ画像の選択にかかる時
間を短縮することができる。
【０１０３】
　また、これにより、表示制御装置１００は、患者の病名とオーダ内容と、診察医の識別
情報とに対応するシェーマ画像群の後に、患者の病名とオーダ内容と、診察医の識別情報
とのうちの２つに対応するシェーマ画像群を、表示することができる。ここで、表示制御
装置１００は、患者の病名とオーダ内容と、診察医の識別情報とのうちの２つに対応する
シェーマ画像群を、選択回数の多い順に優先して表示する。このため、表示制御装置１０
０の利用者は、診察する患者の病名とオーダ内容と、診察医の識別情報とのうちの２つに
対応しつつ選択回数が多いシェーマ画像から優先して、診察記録として選択して使用する
シェーマ画像にするか否かを検討することができる。結果として、表示制御装置１００の
利用者は、シェーマ画像の選択にかかる時間を短縮することができる。
【０１０４】
　また、これにより、表示制御装置１００は、患者の病名に対応するシェーマ画像群と、
オーダ内容に対応するシェーマ画像群と、診察医の識別情報とに対応するシェーマ画像群
と、を、選択回数の多い順に表示することができる。このため、表示制御装置１００の利
用者は、診察する患者の病名、オーダ内容または診察医の識別情報とに対応しつつ選択回
数が多いシェーマ画像から優先して、診察する患者の診察記録として選択して使用するシ
ェーマ画像にするか否かを検討することができる。結果として、表示制御装置１００の利
用者は、シェーマ画像の選択にかかる時間を短縮することができる。
【０１０５】
　また、例えば、表示制御装置１００は、利用者情報を用いてシェーマ画像群を特定して
表示順序を決定してもよい。具体的には、表示制御装置１００は、診察医の識別情報に対
応するシェーマ画像群を選択回数の多い順に表示してもよい。
【０１０６】
（第１の動作の別の例）
　次に、図１１～図１３を用いて、第１の動作の別の例について説明する。
【０１０７】
　図１１～図１３は、第１の動作の別の例を示す説明図である。図１１に示すように、表
示制御装置１００は、患者の病名「中耳炎」かつオーダ内容「点耳処置」である場合、病
名「中耳炎」に対応するシェーマ画像群と、オーダ内容「点耳処置」に対応するシェーマ
画像群と、を特定する。次に、表示制御装置１００は、病名「中耳炎」に対応するシェー
マ画像群と、オーダ内容「点耳処置」に対応するシェーマ画像群と、に含まれる共通のシ
ェーマ画像群を特定する。そして、表示制御装置１００は、共通のシェーマ画像群の表示
順序を決定して、表示する。
【０１０８】
　図１２に示すように、表示制御装置１００は、患者の病名「アレルギー性肺炎」かつオ
ーダ内容「ＣＴ検査」である場合、病名「アレルギー性肺炎」に対応するシェーマ画像群
と、オーダ内容「ＣＴ検査」に対応するシェーマ画像群と、を特定する。次に、表示制御
装置１００は、病名「アレルギー性肺炎」に対応するシェーマ画像群と、オーダ内容「Ｃ
Ｔ検査」に対応するシェーマ画像群と、に含まれる共通のシェーマ画像群を特定する。そ
して、表示制御装置１００は、共通のシェーマ画像群の表示順序を決定して、表示する。
【０１０９】
　図１３に示すように、表示制御装置１００は、患者の病名「腹満苦」かつオーダ内容「
腹腔穿刺」である場合、病名「腹満苦」に対応するシェーマ画像群と、オーダ内容「腹腔
穿刺」に対応するシェーマ画像群と、を特定する。次に、表示制御装置１００は、病名「
腹満苦」に対応するシェーマ画像群と、オーダ内容「腹腔穿刺」に対応するシェーマ画像
群と、に含まれる共通のシェーマ画像群を特定する。そして、表示制御装置１００は、共
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通のシェーマ画像群の表示順序を決定して、表示する。
【０１１０】
（表示制御装置１００の表示制御処理手順）
　次に、図１４を用いて、表示制御装置１００の表示制御処理手順の一例について説明す
る。図１４に示す処理により、図８～図１０に示した表示制御装置１００の動作が実行さ
れる。
【０１１１】
　図１４は、表示制御装置１００の表示制御処理手順の一例を示すフローチャートである
。図１４において、表示制御装置１００は、患者情報１０３が入力されたか否かを判定す
る（ステップＳ１４０１）。ここで、患者情報１０３が入力されていない場合（ステップ
Ｓ１４０１：Ｎｏ）、表示制御装置１００は、ステップＳ１４０１の処理に戻る。
【０１１２】
　一方で、患者情報１０３が入力された場合（ステップＳ１４０１：Ｙｅｓ）、表示制御
装置１００は、第１のシェーマ画像検索処理を実行する（ステップＳ１４０２）。次に、
表示制御装置１００は、表示順序に従ってシェーマ画像を表示する（ステップＳ１４０３
）。
【０１１３】
　そして、表示制御装置１００は、利用者情報が入力されたか否かを判定する（ステップ
Ｓ１４０４）。ここで、利用者情報が入力されていない場合（ステップＳ１４０４：Ｎｏ
）、表示制御装置１００は、ステップＳ１４０４の処理に戻る。
【０１１４】
　一方で、利用者情報が入力された場合（ステップＳ１４０４：Ｙｅｓ）、表示制御装置
１００は、第２のシェーマ画像検索処理を実行する（ステップＳ１４０５）。次に、表示
制御装置１００は、表示順序に従ってシェーマ画像を表示する（ステップＳ１４０６）。
【０１１５】
　これにより、表示制御装置１００は、患者の病名とオーダ内容との両方に対応する共通
のシェーマ画像群を、選択回数の多い順に優先して表示することができる。このため、表
示制御装置１００の利用者は、診察する患者の病名とオーダ内容に対応しつつ選択回数が
多いシェーマ画像から優先して、診察する患者の診察記録として選択して使用するシェー
マ画像にするか否かを検討することができる。結果として、表示制御装置１００の利用者
は、シェーマ画像の選択にかかる時間を短縮することができる。
【０１１６】
　また、これにより、表示制御装置１００は、共通のシェーマ画像群の後に、患者の病名
に対応するシェーマ画像群と、オーダ内容に対応するシェーマ画像群と、を、選択回数が
多い順に優先して表示することができる。このため、表示制御装置１００の利用者は、診
察する患者の病名またはオーダ内容に対応しつつ選択回数が多いシェーマ画像から優先し
て、診察する患者の診察記録として選択して使用するシェーマ画像にするか否かを検討す
ることができる。結果として、表示制御装置１００の利用者は、シェーマ画像の選択にか
かる時間を短縮することができる。
【０１１７】
（第１のシェーマ画像検索処理手順）
　次に、図１５を用いて、第１のシェーマ画像検索処理手順の一例について説明する。
【０１１８】
　図１５は、第１のシェーマ画像検索処理手順の一例を示すフローチャートである。図１
５において、表示制御装置１００は、患者情報１０３に含まれる各情報に対応するシェー
マ画像を特定する（ステップＳ１５０１）。
【０１１９】
　次に、表示制御装置１００は、シェーマ画像があるか否かを判定する（ステップＳ１５
０２）。ここで、シェーマ画像がない場合（ステップＳ１５０２：Ｎｏ）、表示制御装置
１００は、シェーマ画像なしを表示して（ステップＳ１５０３）、第１のシェーマ画像検
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索処理を終了する。
【０１２０】
　一方で、シェーマ画像がある場合（ステップＳ１５０２：Ｙｅｓ）、表示制御装置１０
０は、患者情報１０３に複数の情報が含まれているか否かを判定する（ステップＳ１５０
４）。ここで、複数の情報が含まれていない場合（ステップＳ１５０４：Ｎｏ）、表示制
御装置１００は、特定したシェーマ画像群を選択回数の降順に並べて（ステップＳ１５０
５）、表示する（ステップＳ１５０６）。そして、表示制御装置１００は、第１のシェー
マ画像検索処理を終了する。
【０１２１】
　一方で、複数の情報が含まれている場合（ステップＳ１５０４：Ｙｅｓ）、表示制御装
置１００は、複数の情報に対応する共通のシェーマ画像群を選択回数の降順に並べて（ス
テップＳ１５０７）、表示する（ステップＳ１５０８）。次に、表示制御装置１００は、
残余のシェーマ画像群を選択回数の降順に並べて（ステップＳ１５０９）、表示する（ス
テップＳ１５１０）。そして、表示制御装置１００は、第１のシェーマ画像検索処理を終
了する。
【０１２２】
（第２のシェーマ画像検索処理手順）
　次に、図１６を用いて、第２のシェーマ画像検索処理手順の一例について説明する。
【０１２３】
　図１６は、第２のシェーマ画像検索処理手順の一例を示すフローチャートである。図１
６において、表示制御装置１００は、利用者情報に含まれる各情報に対応するシェーマ画
像を特定する（ステップＳ１６０１）。
【０１２４】
　次に、表示制御装置１００は、シェーマ画像があるか否かを判定する（ステップＳ１６
０２）。ここで、シェーマ画像がない場合（ステップＳ１６０２：Ｎｏ）、表示制御装置
１００は、シェーマ画像なしを表示して（ステップＳ１６０３）、第２のシェーマ画像検
索処理を終了する。
【０１２５】
　一方で、シェーマ画像がある場合（ステップＳ１６０２：Ｙｅｓ）、表示制御装置１０
０は、特定したシェーマ画像群を選択回数の降順に並べて（ステップＳ１６０４）、表示
する（ステップＳ１６０５）。そして、表示制御装置１００は、第２のシェーマ画像検索
処理を終了する。
【０１２６】
（テーブル更新処理手順）
　次に、図１７を用いて、テーブル更新処理手順の一例について説明する。
【０１２７】
　図１７は、テーブル更新処理手順の一例を示すフローチャートである。図１７において
、表示制御装置１００は、表示したシェーマ画像が選択されたか否かを判定する（ステッ
プＳ１７０１）。ここで、選択されていない場合（ステップＳ１７０１：Ｎｏ）、表示制
御装置１００は、ステップＳ１７０１の処理に戻る。
【０１２８】
　一方で、選択された場合（ステップＳ１７０１：Ｙｅｓ）、表示制御装置１００は、選
択されたシェーマ画像についての各種テーブルのレコードに記憶された選択回数をインク
リメントする（ステップＳ１７０２）。そして、表示制御装置１００は、テーブル更新処
理を終了する。
【０１２９】
　以上説明したように、表示制御装置１００によれば、病名に対応するシェーマ画像群と
、オーダ内容に対応するシェーマ画像群と、に含まれる共通のシェーマ画像群を特定する
ことができる。そして、表示制御装置１００によれば、共通のシェーマ画像群に含まれる
シェーマ画像の表示順序を選択回数の多い順に表示する表示順序に決定することができる
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。これにより、表示制御装置１００は、患者の病名とオーダ内容との両方に対応するシェ
ーマ画像を優先して表示することができる。
【０１３０】
　このため、表示制御装置１００の利用者は、診察する患者の病名とオーダ内容に対応し
つつ選択回数が多いシェーマ画像から優先して、診察する患者の診察記録として選択して
使用するシェーマ画像にするか否かを検討することができる。結果として、表示制御装置
１００の利用者は、シェーマ画像の選択にかかる時間を短縮することができる。さらに、
表示制御装置１００の利用者は、患者の診察においてシェーマ画像の選択にかかる時間を
短縮して、患者の診察にかかる時間を短縮することができ、医療サービスの質の向上を図
ることができる。
【０１３１】
　また、これにより、表示制御装置１００は、表示制御装置１００の利用者になる診察医
などが普段使用していないシェーマ画像であっても、診察する患者の病名とオーダ内容に
対応しつつ選択回数が多いシェーマ画像であれば優先して表示することができる。このた
め、表示制御装置１００の利用者は、普段使用していないシェーマ画像であっても診察す
る患者の診察記録として選択して使用するシェーマ画像にするか否かを検討することがで
きる。
【０１３２】
　また、表示制御装置１００によれば、病名に対応するシェーマ画像群と、オーダ内容に
対応するシェーマ画像群と、から共通のシェーマ画像群を除いた残余のシェーマ画像群を
特定することができる。そして、表示制御装置１００によれば、残余のシェーマ画像群に
含まれるシェーマ画像の表示順序を、共通のシェーマ画像群の表示順序の後ろの表示順序
であって、選択回数の多い順に表示する表示順序に決定することができる。これにより、
表示制御装置１００は、患者の病名に対応するシェーマ画像群と、オーダ内容に対応する
シェーマ画像群と、を表示することができる。
【０１３３】
　このため、表示制御装置１００の利用者は、診察する患者の病名またはオーダ内容に対
応しつつ選択回数が多いシェーマ画像から優先して、診察する患者の診察記録として選択
して使用するシェーマ画像にするか否かを検討することができる。結果として、表示制御
装置１００の利用者は、シェーマ画像の選択にかかる時間を短縮することができる。さら
に、表示制御装置１００の利用者は、患者の診察においてシェーマ画像の選択にかかる時
間を短縮して、患者の診察にかかる時間を短縮することができ、医療サービスの質の向上
を図ることができる。
【０１３４】
　また、表示制御装置１００によれば、病名に対応するシェーマ画像群と、オーダ内容に
対応するシェーマ画像群と、診療科に対応するシェーマ画像群と、に含まれる共通のシェ
ーマ画像群を特定することができる。そして、表示制御装置１００によれば、共通のシェ
ーマ画像群に含まれるシェーマ画像の表示順序を選択回数の多い順に表示する表示順序に
決定することができる。これにより、表示制御装置１００は、患者の病名とオーダ内容と
診療科とに対応するシェーマ画像を優先して表示することができる。
【０１３５】
　このため、表示制御装置１００の利用者は、診察する患者の病名とオーダ内容と診療科
とに対応しつつ選択回数が多いシェーマ画像から優先して、診察する患者の診察記録とし
て選択して使用するシェーマ画像にするか否かを検討することができる。結果として、表
示制御装置１００の利用者は、シェーマ画像の選択にかかる時間を短縮することができる
。さらに、表示制御装置１００の利用者は、患者の診察においてシェーマ画像の選択にか
かる時間を短縮して、患者の診察にかかる時間を短縮することができ、医療サービスの質
の向上を図ることができる。
【０１３６】
　また、これにより、表示制御装置１００は、表示制御装置１００の利用者になる診察医
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などが普段使用していないシェーマ画像であっても、診察する患者の病名とオーダ内容と
診療科に対応しつつ選択回数が多いシェーマ画像であれば優先して表示することができる
。このため、表示制御装置１００の利用者は、普段使用していないシェーマ画像であって
も診察する患者の診察記録として選択して使用するシェーマ画像にするか否かを検討する
ことができる。
【０１３７】
　また、表示制御装置１００によれば、病名に対応するシェーマ画像群と、オーダ内容に
対応するシェーマ画像群と、診療科に対応するシェーマ画像群と、から共通のシェーマ画
像群を除いた残余のシェーマ画像群を特定することができる。そして、表示制御装置１０
０によれば、残余のシェーマ画像群に含まれるシェーマ画像の表示順序を、共通のシェー
マ画像群の表示順序の後ろの表示順序であって、選択回数の多い順に表示する表示順序に
決定することができる。これにより、表示制御装置１００は、患者の病名に対応するシェ
ーマ画像群と、オーダ内容に対応するシェーマ画像群と、診療科に対応するシェーマ画像
群と、を表示することができる。
【０１３８】
　このため、表示制御装置１００の利用者は、診察する患者の病名、オーダ内容または診
療科に対応しつつ選択回数が多いシェーマ画像から優先して、診察する患者の診察記録と
して選択して使用するシェーマ画像にするか否かを検討することができる。結果として、
表示制御装置１００の利用者は、シェーマ画像の選択にかかる時間を短縮することができ
る。さらに、表示制御装置１００の利用者は、患者の診察においてシェーマ画像の選択に
かかる時間を短縮して、患者の診察にかかる時間を短縮することができ、医療サービスの
質の向上を図ることができる。
【０１３９】
　また、表示制御装置１００によれば、病名に対応するシェーマ画像群と、オーダ内容に
対応するシェーマ画像群と、診察医の識別情報に対応するシェーマ画像群と、に含まれる
共通のシェーマ画像群を特定することができる。そして、表示制御装置１００によれば、
共通のシェーマ画像群に含まれるシェーマ画像の表示順序を選択回数の多い順に表示する
表示順序に決定することができる。これにより、表示制御装置１００は、患者の病名とオ
ーダ内容と、利用者になる診察医の識別情報とに対応するシェーマ画像を優先して表示す
ることができる。
【０１４０】
　このため、表示制御装置１００の利用者は、診察する患者の病名とオーダ内容と、診察
医の識別情報とに対応しつつ選択回数が多いシェーマ画像から優先して、診察する患者の
診察記録として選択して使用するシェーマ画像にするか否かを検討することができる。結
果として、表示制御装置１００の利用者は、シェーマ画像の選択にかかる時間を短縮する
ことができる。さらに、表示制御装置１００の利用者は、患者の診察においてシェーマ画
像の選択にかかる時間を短縮して、患者の診察にかかる時間を短縮することができ、医療
サービスの質の向上を図ることができる。
【０１４１】
　また、表示制御装置１００によれば、病名に対応するシェーマ画像群と、オーダ内容に
対応するシェーマ画像群と、診察医の識別情報に対応するシェーマ画像群と、から共通の
シェーマ画像群を除いた残余のシェーマ画像群を特定することができる。そして、表示制
御装置１００によれば、残余のシェーマ画像群に含まれるシェーマ画像の表示順序を、共
通のシェーマ画像群の表示順序の後ろの表示順序であって、選択回数の多い順に表示する
表示順序に決定することができる。これにより、表示制御装置１００は、患者の病名に対
応するシェーマ画像群と、オーダ内容に対応するシェーマ画像群と、診察医の識別情報に
対応するシェーマ画像群と、を表示することができる。
【０１４２】
　このため、表示制御装置１００の利用者は、診察する患者の病名、オーダ内容または診
療科に対応しつつ選択回数が多いシェーマ画像から優先して、診察する患者の診察記録と
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して選択して使用するシェーマ画像にするか否かを検討することができる。結果として、
表示制御装置１００の利用者は、シェーマ画像の選択にかかる時間を短縮することができ
る。さらに、表示制御装置１００の利用者は、患者の診察においてシェーマ画像の選択に
かかる時間を短縮して、患者の診察にかかる時間を短縮することができ、医療サービスの
質の向上を図ることができる。
【０１４３】
　また、表示制御装置１００によれば、決定した表示順序に従ってシェーマ画像を表示す
ることができる。これにより、表示制御装置１００の利用者は、シェーマ画像を確認しな
がら、診察する患者の診察記録として選択して使用するシェーマ画像にするか否かを検討
することができる。
【０１４４】
　なお、本実施の形態で説明した表示制御方法は、予め用意されたプログラムをパーソナ
ル・コンピュータやワークステーション等のコンピュータで実行することにより実現する
ことができる。本表示制御プログラムは、ハードディスク、フレキシブルディスク、ＣＤ
－ＲＯＭ、ＭＯ、ＤＶＤ等のコンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録され、コンピ
ュータによって記録媒体から読み出されることによって実行される。また本表示制御プロ
グラムは、インターネット等のネットワークを介して配布してもよい。
【０１４５】
　上述した実施の形態に関し、さらに以下の付記を開示する。
【０１４６】
（付記１）コンピュータに、
　患者情報から患者の病名と前記患者に対する処置内容とを取得し、
　病名と、前記病名の患者の診察において選択されて用いられる画像と、を対応付けて記
憶する第１の記憶部を参照して、取得した前記病名に対応する第１の画像群を特定し、
　処置内容と、前記処置内容の患者の診察において選択されて用いられる画像と、を対応
付けて記憶する第２の記憶部を参照して、取得した前記処置内容に対応する第２の画像群
を特定し、
　特定した前記第１の画像群と、特定した前記第２の画像群と、の両方に含まれる共通の
画像群に含まれる画像の表示順序を、患者の診察において選択された選択回数が多い順に
表示する表示順序に決定する、
　処理を実行させることを特徴とする表示制御プログラム。
【０１４７】
（付記２）前記決定する処理は、
　さらに、前記第１の画像群と、前記第２の画像群と、から前記共通の画像群を除いた画
像群に含まれる画像の表示順序を、決定した表示順序より後ろの表示順序であって、患者
の診察において選択された選択回数が多い順に表示する表示順序に決定することを特徴と
する付記１に記載の表示制御プログラム。
【０１４８】
（付記３）前記コンピュータに、
　前記患者情報から患者が受診する診療科を取得し、
　診療科と、前記診療科を受診する患者の診察において選択されて用いられる画像と、を
対応付けて記憶する第３の記憶部を参照して、取得した前記診療科に対応する第３の画像
群を特定する処理を実行させ、
　前記決定する処理は、
　前記第１の画像群と、前記第２の画像群と、前記第３の画像群と、に含まれる共通の画
像群に含まれる画像の表示順序を、患者の診察において選択された選択回数が多い順に表
示する表示順序に決定することを特徴とする付記１に記載の表示制御プログラム。
【０１４９】
（付記４）前記決定する処理は、
　さらに、前記第１の画像群と、前記第２の画像群と、の両方に含まれる共通の画像群か
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ら、前記第３の画像群に含まれる画像群を除いた画像群に含まれる画像の表示順序を、決
定した表示順序より後ろの表示順序であって、患者の診察において選択された選択回数が
多い順に表示する表示順序に決定することを特徴とする付記３に記載の表示制御プログラ
ム。
【０１５０】
（付記５）前記コンピュータに、
　利用者情報から患者を診察する診察医の識別情報を取得し、
　診察医の識別情報と、前記診察医が診察する患者の診察において選択されて用いられる
画像と、を対応付けて記憶する第４の記憶部を参照して、取得した前記識別情報に対応す
る第４の画像群を特定する処理を実行させ、
　前記決定する処理は、
　前記第１の画像群と、前記第２の画像群と、前記第４の画像群と、に含まれる共通の画
像群に含まれる画像の表示順序を、患者の診察において選択された選択回数が多い順に表
示する表示順序に決定することを特徴とする付記１に記載の表示制御プログラム。
【０１５１】
（付記６）前記決定する処理は、
　さらに、前記第１の画像群と、前記第２の画像群と、の両方に含まれる共通の画像群か
ら、前記第４の画像群に含まれる画像群を除いた画像群に含まれる画像の表示順序を、決
定した表示順序より後ろの表示順序であって、患者の診察において選択された選択回数が
多い順に表示する表示順序に決定することを特徴とする付記５に記載の表示制御プログラ
ム。
【０１５２】
（付記７）前記コンピュータに、
　決定した前記表示順序に従って画像を表示する処理を実行させることを特徴とする付記
１～６のいずれか一つに記載の表示制御プログラム。
【０１５３】
（付記８）患者情報から患者の病名と前記患者に対する処置内容とを取得する取得部と、
　病名と、前記病名の患者の診察において選択されて用いられる画像と、を対応付けて記
憶する第１の記憶部を参照して、前記取得部によって取得された前記病名に対応する第１
の画像群を特定する第１の特定部と、
　処置内容と、前記処置内容の患者の診察において選択されて用いられる画像と、を対応
付けて記憶する第２の記憶部を参照して、前記取得部によって取得された前記処置内容に
対応する第２の画像群を特定する第２の特定部と、
　前記第１の特定部によって特定された前記第１の画像群と、前記第２の特定部によって
特定された前記第２の画像群と、の両方に含まれる共通の画像群に含まれる画像の表示順
序を、患者の診察において選択された選択回数が多い順に表示する表示順序に決定する決
定部と、
　を有することを特徴とする表示制御装置。
【０１５４】
（付記９）コンピュータが、
　患者情報から患者の病名と前記患者に対する処置内容とを取得し、
　病名と、前記病名の患者の診察において選択されて用いられる画像と、を対応付けて記
憶する第１の記憶部を参照して、取得した前記病名に対応する第１の画像群を特定し、
　処置内容と、前記処置内容の患者の診察において選択されて用いられる画像と、を対応
付けて記憶する第２の記憶部を参照して、取得した前記処置内容に対応する第２の画像群
を特定し、
　特定した前記第１の画像群と、特定した前記第２の画像群と、の両方に含まれる共通の
画像群に含まれる画像の表示順序を、患者の診察において選択された選択回数が多い順に
表示する表示順序に決定する、
　処理を実行することを特徴とする表示制御方法。



(23) JP 6115294 B2 2017.4.19

【符号の説明】
【０１５５】
　１００　表示制御装置
　７０１　取得部
　７０２　特定部
　７０３　決定部
　７０４　出力部
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